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ログイン⽇時︓2022年01⽉17⽇ 12時49分39秒 房 賢嬉（教員）

シラバス情報照会   照会画⾯
条件指定画⾯  結果⼀覧画⾯  照会画⾯

シラバス情報
授業情報

授業コード 3232542000 開講キャンパス 泉
授業開講年度 2022年度
科⽬コード 5102129920 科⽬分類 専⾨科⽬
科⽬名称 原典講読Ｂ
科⽬英字名称 Reading of Original Texts B
単位数 1.0
履修期 後期授業 抽選対象 対象外
代表教員番号 1823325 シラバス投稿状況 投稿完了
担当者 ⾦ 亨貞
テーマ 韓国語⽂献の読解・解説

講義内容
この授業では朝鮮半島の⾔語・⽂化・社会に関する様々な韓国語⽂献を読み，キーワードや
概念を理解したうえで当該テーマにまつわる現象について考察する。
この授業は対⾯授業として⾏う。

達成⽬標

１）⽇本語の直訳ではなく韓国・朝鮮語ならではの表現を⽤いる練習を通じて，難易度の⾼
い韓国語⽂章を読みこなすことができるようになる。
２）様々なテーマに関するタスクの達成を通じて，朝鮮半島の⾔語・⽂化・社会についての
理解を深める。

授業計画
第１回

【事前学修】シラバスを読み，授業内容や達成⽬標などを確認しておく。
【授業内容】授業ガイダンス（授業計画，教材や参考⽂献，講義の進め⽅，履修上の注意事
項などを説明）
【事後学修】シラバスを再読し，テキストの内容，講義の進め⽅，達成⽬標を理解してお
く。

授業計画
第２回

【事前学修】配布プリントを熟読し，内容を確認しておく。
【授業内容】事実的読解
【事後学修】授業内容と関連付けてテキストを再読し，疑問点や意⾒を整理してレポートを
提出する。

授業計画
第３回

【事前学修】配布プリントを熟読し，内容を確認しておく。
【授業内容】批判的読解
【事後学修】授業内容と関連付けてテキストを再読し，疑問点や意⾒を整理してレポートを
提出する。

授業計画
第４回

【事前学修】配布プリントを熟読し，内容を確認しておく。
【授業内容】韓国語における発⾳の変化
【事後学修】授業内容と関連付けてテキストを再読し，疑問点や意⾒を整理してレポートを
提出する。

授業計画
第５回

【事前学修】配布プリントを熟読し，内容を確認しておく。
【授業内容】ニュース① ミニエッセイ①
【事後学修】授業内容と関連付けてテキストを再読し，疑問点や意⾒を整理してレポートを
提出する。

授業計画
第６回

【事前学修】配布プリントを熟読し，内容を確認しておく。
【授業内容】多様な観点の⽂章を読む
【事後学修】授業内容と関連付けてテキストを再読し，疑問点や意⾒を整理してレポートを
提出する。

授業計画
第７回

【事前学修】配布プリントを熟読し，内容を確認しておく。
【授業内容】時代を考慮した⽂章を読む
【事後学修】授業内容と関連付けてテキストを再読し，疑問点や意⾒を整理してレポートを
提出する。
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授業計画
第８回

【事前学修】配布プリントを熟読し，内容を確認しておく。
【授業内容】韓国語の語彙（単語の意味変化）
【事後学修】授業内容と関連付けてテキストを再読し，疑問点や意⾒を整理してレポートを
提出する。

授業計画
第９回

【事前学修】配布プリントを熟読し，内容を確認しておく。
【授業内容】ニュース② ミニエッセイ②
【事後学修】授業内容と関連付けてテキストを再読し，疑問点や意⾒を整理してレポートを
提出する。

授業計画
第１０回

【事前学修】配布プリントを熟読し，内容を確認しておく。
【授業内容】社会共同体と読書
【事後学修】授業内容と関連付けてテキストを再読し，疑問点や意⾒を整理してレポートを
提出する。

授業計画
第１１回

【事前学修】配布プリントを熟読し，内容を確認しておく。
【授業内容】地域を考慮した⽂章を読む
【事後学修】授業内容と関連付けてテキストを再読し，疑問点や意⾒を整理してレポートを
提出する。

授業計画
第１２回

【事前学修】配布プリントを熟読し，内容を確認しておく。
【授業内容】韓国と北朝鮮の⾔語使⽤の差異
【事後学修】授業内容と関連付けてテキストを再読し，疑問点や意⾒を整理してレポートを
提出する。

授業計画
第１３回

【事前学修】配布プリントを熟読し，内容を確認しておく。
【授業内容】ニュース③ ミニエッセイ③
【事後学修】授業内容と関連付けてテキストを再読し，疑問点や意⾒を整理してレポートを
提出する。

授業計画
第１４回

【事前学修】配布プリントを熟読し，内容を確認しておく。
【授業内容】論⽂-在⽇コリアンの⾔語使⽤

 【事後学修】授業内容と関連付けてテキストを再読し，疑問点や意⾒を整理してレポートを
提出する。

授業計画
第１５回

【事前学修】これまでの学習をまとめ，期末レポートのテーマを考える。
【授業内容】全体のまとめ
【事後学修】前期演習の授業内容を復習し，⾃分の研究テーマを決めて事前調査をする。

授業計画
第１６回
授業計画
第１７回
授業計画
第１８回
授業計画
第１９回
授業計画
第２０回
授業計画
第２１回
授業計画
第２２回
授業計画
第２３回
授業計画
第２４回
授業計画
第２５回
授業計画
第２６回
授業計画
第２７回
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授業計画
第２８回
授業計画
第２９回
授業計画
第３０回

成績評価⽅法

1) ミニレポートや課題の充実度及び期末レポートの完成度などに基づいて総合的に評価す
る。
ミニレポート（20％），応⽤課題の達成度(30%)，期末レポート（30％），授業参加度
(20%，予習などの授業準備やゼミでの積極的な発⾔など)
評価基準及び課題やレポートなどのフィードバック⽅法は，授業開始時に明⽰する。
2) 授業の５分の１を超えて⽋席した場合は，単位取得の資格を失う。

学修に必要な準備

１）毎回テキストの指定された部分を熟読し，講義に臨むこと。また，疑問点や意⾒などを
整理してミニレポートを提出していただくので，予習復習に３－４時間程度の時間が求めら
れる。
２）授業の内容に合わせて様々な応⽤課題が設けられているため，授業内容に関する理解を
徹底しておくこと。

関連して受講するこ
とが望ましい科⽬ 「⾔語⽂化学演習（韓国・朝鮮語）Ｂ」，「韓国・朝鮮語コミュニケーションⅢＢ」

テキスト 毎回プリント資料を配布する。
参考⽂献 授業時に随時紹介する。

履修上の注意
１）「韓国・朝鮮語中級総合（Ａ・Ｂ）」及び「韓国・朝鮮語中級読解（Ａ・Ｂ）」を履修
済み，あるいはそれに相当する韓国語⼒を持っていること。
２） オフィス・アワー及び連絡先については開講時に指⽰する。

カリキュラム中での
位置付け及び教育⽬
標との関連

この科⽬とディプロマ・ポリシーとの関係については、学科の「カリキュラムマップ」を参
照のこと。
【アクティブラーニング科⽬】

添付ファイル1 説明1
添付ファイル2 説明2
添付ファイル3 説明3
添付ファイル4 説明4
添付ファイル5 説明5
関連URL1
関連URL2
関連URL3

教室情報

項番 履修年度 開講期 曜時 使⽤開講期 教室
1 2022年度 後期授業 ⽊曜２校時 後期授業 泉）３２Ｍ講義室

カリキュラム情報
項番 学⽣区分 所属区分 学部 学科 専攻・コース 適⽤⼊学年度
1 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科  2015年度〜2016年度
2 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科  2015年度〜2018年度
3 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科  2017年度〜2018年度
4 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科  2019年度〜2019年度
5 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科  2019年度〜2100年度
6 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科  2020年度〜2100年度
7 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 ドイツ語コース 2015年度〜2016年度
8 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 ドイツ語コース 2015年度〜2018年度
9 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 ドイツ語コース 2017年度〜2018年度
10 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 ドイツ語コース 2019年度〜2019年度
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11 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 ドイツ語コース 2019年度〜2100年度

12 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 ドイツ語コース 2020年度〜2100年度
13 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 フランス語コース 2015年度〜2016年度
14 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 フランス語コース 2015年度〜2018年度
15 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 フランス語コース 2017年度〜2018年度
16 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 フランス語コース 2019年度〜2019年度
17 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 フランス語コース 2019年度〜2100年度
18 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 フランス語コース 2020年度〜2100年度
19 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 中国語コース 2015年度〜2016年度
20 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 中国語コース 2015年度〜2018年度
21 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 中国語コース 2017年度〜2018年度
22 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 中国語コース 2019年度〜2019年度
23 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 中国語コース 2019年度〜2100年度
24 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 中国語コース 2020年度〜2100年度
25 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 韓国・朝鮮語コース 2015年度〜2016年度
26 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 韓国・朝鮮語コース 2015年度〜2018年度
27 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 韓国・朝鮮語コース 2017年度〜2018年度
28 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 韓国・朝鮮語コース 2019年度〜2019年度
29 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 韓国・朝鮮語コース 2019年度〜2100年度
30 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 韓国・朝鮮語コース 2020年度〜2100年度
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